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 ６月にはいると一部の高校を皮切りに、高等学校の学校説明会や体験入学、見学会の募

集が始まります。 

今は、まだまだ進路決定は先のように思える時期ですが、「さぁ、進路先を決めよう」と

いうときになって、 

『どんな学校があるのか分からない』 

『通学にどれだけ時間がかかるのか、知らない』 

『この学科に興味あるけれど、実際にはどんな勉強するの？』 

というように分からないことばかりでは、決めようがありません。そこで、少しでも学校

や学科の内容や雰囲気などを知ってもらおうと、多くの学校（公立・私立の高等学校、専

修学校など）が学校説明会や体験入学または学校見学などを実施しています。せっかくの

よいチャンスですので、興味のある人はどんどん参加してください。保護者の方と一緒に

行くこともできますし、保護者のみの参加もできる場合があります。ただ、期日までに申

し込みをしたり、予定を調整したりする必要があります。友達と遊びに行く約束をするよ

うにあまり『気軽』過ぎても困ることになります。次の注意をよく読んで、せっかくの体

験が実りあるものになるようにしましょう。 

 学校説明会・体験入学・見学会に参加するには 

① 各学校からの連絡を教室に掲示します。見逃さないようにしましょう。すでに

日程がホームページやポスターに掲載されている学校も多いです。 

② 興味のある学校や学科で参加したいと思ったら、ホームページや案内チラシで日程等

確認し、申し込みましょう。一部、中学校でまとめて申し込みが必要な体験入学があ

ります。中学校から申し込む場合は、担当の先生に申し出ます。 

③ 多くの学校では事前申し込みが必要です。ある学校は申し込み開始から 2 時間程で

定員が埋まったそうです。また、最終日程の説明会を申し込んでいたけれど、体調不

良で出席できず、一度も見学できないまま出願・受験することになった先輩もいまし

た。多くの学校は 10月・11月ごろに複数回説明会を実施します。早めの行動が大切

です。なお、懇談会や教育相談などで、参加した（参加予定の）高校名を担任の先生

に伝えましょう。 

 

     ×“友達も行くからとりあえずついていく”というような理由では申し込ま

ないこと。遊びではないのです。 

！夏休みや２学期になると、たくさんの学校が実施します。2 校以上に参加しても良い

のですが、無理の無いように気をつけること。“申し込んだけれども行けな

い”とか、“日程が重なっていた”ということにならないようにしましょう。申し込

み後にやむを得ず行けなくなったときは、高校に連絡してください。無断欠席しな

いようにしましょう。 

！土曜日などに実施されるところがほとんどになりましたが、中には平日で授業と重な

ってしまう説明会もあります。その場合は担任の先生と相談しましょう。説明会・体

験入学等は出席扱いができますが、文化祭や体育祭などの高校行事の見学は欠席扱い

となります。特別な場合を除いて「天満中学校の学校生活や行事」

が優先です。 

  ！担当の先生が取りまとめて高校に申し込む場合、校内締め切りは必ず

守ること。“1 日ぐらい大丈夫”“自分ひとりぐらいいいよね”という考えは通用し

ないということを覚えておきましょう。 

 

④ 入学してから自転車通学するつもりでも、体験入学や説明会のときに自転車に乗って

行ってはいけません。必ず公共の乗り物(電車やバス)、徒歩で行

きます。行き方は学校のパンフレットやホームページなどで確認できます。まず、

自分で調べてみましょう。それでもわからないときは、3 年生の先生に聞いてくださ

い。 

⑤ いよいよ当日です。高等学校などへ行く時は、常日頃
つねひごろ

以上に持ち物・服装（標

準服で）・態度に充分気をつけましょう。どこへ行ってもあなたは〝天満中

学校の代表〟なのです。 


